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資料１



国土交通省
関東地方整備局自然災害の激甚化・頻発化
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H25～H30年 平均259回

■ １時間降水量50mm以上の年間発生回数
（ｱﾒﾀﾞｽ1,000地点あたり）

アンダーパス部 平面部

■ 近年発生した自然災害の一例 ■ 冠水状況

■ 降雨による通行止め
（高速道路）
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（平均時間※）

■ 路面冠水件数の推移
（直轄国道）

※通行止め時間に距離を乗じた年間のべ時間・距離を
営業延長で除算したもの。

H26～H30 平均8.0時間

○ 時間50mmを越える豪雨の発生件数は30年前の1.4倍に増加しており、近年、自然災害が激甚・頻発化

○ 路面冠水の発生件数は、年度によって変動があるものの、直轄国道では年間平均259回発生



国土交通省
関東地方整備局防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策について
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＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月国土交通省道路局・都市局）より＞



国土交通省
関東地方整備局防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策について
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＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月国土交通省道路局・都市局）より＞



国土交通省
関東地方整備局骨太の方針２０２０について
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「経済財政運営と改革の基本方針2020」（令和２年７月17日閣議決定）＜抜粋＞

第２章 国民の生命・生活・雇用・事業を守り抜く

２．防災・減災、国土強靱化－激甚化・頻発化する災害への対応

（前略）昨年の台風災害や令和２年７月豪雨も教訓に、長期停電や通信障害などを防ぐ無電柱化をはじめとした電気・

水道等のインフラ・ライフラインや道路・鉄道ネットワークの耐災害性強化、大規模広域避難・要配慮者避難や中小河川

も含めた浸水リスク情報の充実、学校等の防災希望強化など避難対策の強化、森林整備・治山対策、インフラ老朽化対

策等を加速する（中略）

2020 年度までの「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」を集中的に実施するとともに、その実施状況を踏

まえ、国土強靱化の取組の加速化・深化を図る。３か年緊急対策後も、中長期的視点に立って具体的KPI（数値）目標を

掲げ計画的に取り組むため、国土強靱化基本計画に基づき、必要・十分な予算を確保し、オールジャパンで対策を進

め、国家百年の大計として、災害に屈しない国土づくりを進める。（後略）

＜参考＞長期間にわたる通行止めの発生

熊本県道 深水橋
令和２年７月豪雨

３ヶ月以上の通行止め

国道20号 法雲寺橋
令和元年台風19号
１ヶ月半の通行止め

国道41号
令和２年７月豪雨
１ヶ月半の通行止め



国土交通省
関東地方整備局国土幹線道路部会 中間とりまとめについて
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社会資本整備審議会 道路分科会 国土幹線道路部会

持続可能な国土幹線道路システムの構築に向けた取組 中間とりまとめ（令和２年９月２５日）＜抜粋＞

３．ポストコロナ時代を見据えて加速すべき具体的な取組

（３）あらゆる取組を支えるネットワーク機能の確保

１）強靭で信頼性の高いネットワークの構築による安全・安心な社会の実現 ～災害時に「被災する道路」から「救援する

強靭道路」へ転換～

・近年の激甚化・頻発化する災害に鑑み、被災後もすぐに機能する、新たな防災道路ネットワークの考え方を本格導入

すべきである。

・その際、災害からの迅速な復旧と、早期の日常生活・経済活動の再開の両面から新たな目標を設定する必要がある。

・具体的には、第三者意見も踏まえつつ、高規格幹線道路等と並行する直轄国道を組み合わせたネットワークの緊急

点検を行い、ミッシングリンクの解消、暫定2車線区間の4車線化、ダブルネットワーク化等を推進すべきである。（後略）

高規格道路：４車線高規格道路：未整備

一般道（直轄国道）一般道（直轄国道）
防災課題箇所

災害に脆弱な道路ネットワーク 災害に強い国土幹線道路ネットワーク

・ミッシングリンクの解消

・暫定２車線区間の４車線化

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ化（一般道の防災課題解消）

【必要な取組】

（注）高規格道路については、高規格幹線道路、地域高規格道路（計画路線）、その他計画段階評価等の調査が進捗している路線等をベースに選定



国土交通省
関東地方整備局令和３年度道路関係予算概算要求について
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＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月国土交通省道路局・都市局）より＞



国土交通省
関東地方整備局令和３年度道路関係予算概算要求について
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令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月 国土交通省道路局・都市局）＜抜粋＞

Ⅲ 要求概要

３ 防災・減災、国土強靱化に向けた中長期プログラムの策定について

近年の激甚化・頻発化・広域化する災害や、急速に進む施設の老朽化等に対応するべく、災

害に屈しない強靱な道路ネットワークを構築するため、中長期的な抜本対策を含めて、防災・

減災、国土強靱化の取組の加速化・深化を図る必要があります。

このため、災害からの迅速な復旧と、早期の日常生活・経済活動の再開の両面から新たな目

標を設定し、高規格幹線道路等と並行する直轄国道を組み合わせた新たなネットワークの考

え方の導入、緊急点検を行った上で、ミッシングリンクの解消、暫定２車線区間の４車線化、ダ

ブルネットワーク化等を推進するとともに、ライフサイクルコストの低減や持続可能な維持管理を

実現する予防保全による道路メンテナンスへの転換に計画的に取り組むため、中長期プログラ

ムを策定します。

＜令和３年度道路関係予算概算要求概要（令和２年９月国土交通省道路局・都市局）より＞



国土交通省
関東地方整備局ダブルネットワークによる交通機能確保①（中央自動車道／国道２０号）
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○国道２０号の橋脚部の沈下により発生した路面段差のため通行止め
○通行止め期間は、並行する中央道の大月ICから勝沼IC間で代替路（無料）措置を実施
○ダブルネットワークが確保されていたことにより交通機能を確保

至 八王子

至 甲府

E20

大月ＩＣ
大月JCT

国道２０号 法雲寺橋

勝沼ＩＣ

＜国道２０号＞
○R1/10/12 16:00 通行止め
○R1/11/29 12:00 解除

＜中央自動車道＞
○R1/10/13 9:00 無料措置
○R1/11/2912:00 解除

山梨県

中央自動車道



国土交通省
関東地方整備局ダブルネットワークによる交通機能確保②（上信越自動車道／国道１８号）
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○令和元年１０月の台風１９号に伴う大雨の影響により、上信越道（碓氷軽井沢ＩＣ～佐久ＩＣ）
において、盛土の変状を確認し、通行止めを実施

○通行止め期間は国道18号を迂回路として案内
○並行する国道18号が高速道路の交通を担い、交通機能を確保

上信越道（碓氷軽井沢ＩＣ～佐久ＩＣ）

E18

E18

＜上信越自動車道＞
○R1/10/12 8：53 通行止め
○R1/10/23 6:00 解除

変状上信越自動車道

碓氷軽井沢ＩＣ

佐久ＩＣ

佐久小諸ＪＣＴ



国土交通省
関東地方整備局高速道路の４車線化（上信越自動車道）
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・中央分離帯付近にH鋼杭を打設し、上り線
の安全を確保

■緊急対策概要図

・変状の発生していない上り線側を活用し、
対面通行（上下各１車線）を実施

対面通行の状況

※４車線復旧は、Ｒ２／０４／０３

■４車線化を活用した交通運用

○上信越道（碓氷軽井沢ＩＣ～佐久ＩＣ）は、４車線区間であったことから、上り線の安全を確保
し、早期の交通開放を実現

R1/10/12 8：53 通行止め ⇒ R1/10/23 6:00 交通開放（上り線側を活用し、対面通行）
⇒ R2/4/3 解除（４車線復旧）



国土交通省
関東地方整備局道路整備によるリダンダンシーの事例（３環状道路）
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交通事業者の声

•通常は、T-CAT⇔成田空港まで東関東道を使用
しています。圏央道ルートがいち早く通行止め解
除されたため、緊急時の特別対応として使用しま
した。

•当時、成田空港の混雑や成田空港に行きたいお
客様の需要が多いなか、圏央道ルートを使用し
てバスを運行出来た事は大変良かったです。

出典：東京空港交通株式会社 ヒアリング結果(R1.11)

近年の台風被害の状況

●大型台風の日本上陸数 ●台風15号での建物被害数

出典：総務省消防庁（R2.9.30正午の速報値）
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出典：国土交通省気象庁（確定値）

全壊 半壊 一部損壊

457棟 4,806棟 87,833棟

床上浸水 床下浸水

125棟 151棟

●台風１５号による被災時の成田空港～都心の公共交通機関運行状況

13:30 稲敷IC～神崎IC
16:45 神崎IC～大栄JCT

22:10 千葉北IC ～ 成田JCT
（通行止め）

（運休）

（運休）

（終日運休）

（通行止め）

出典：「令和元年台風第15号に係る関係省庁災害対策会議 （第4回） 」R元. 9.10
NEXCO東日本「台風15号に伴うNEXCO東日本の対応について」R元.10.28 より作成

11:50 川島IC～稲敷IC

12:10 高谷JCT～湾岸習志野IC
16:35 湾岸習志野IC ～ 千葉北IC

※赤字：通行止め解除区間・解除時間

※赤字：通行止め解除区間・解除時間

都心
成田空港

9/9 14：40
リムジンバス運行再開
（迂回ルートとして圏央道を利用）

9/9 22：10
東関東道 通行止解除

E4
神崎IC

11：50

通行止め解除

16：45

通行止め解除

大栄JCT

川島IC

E17

E20
中央道

T-CAT

稲敷IC

道
路
網

圏央道（川島IC～大栄JCT）

東関東道（高谷JCT～成田JCT）

公
共
交
通
機
関

高速バス（成田空港↔都心）
※圏央道経由

鉄
道

成田スカイアクセス

その他
（JR成田線、京成本線）

13：30

通行止め解除

○３環状道路の整備により、リダンダンシーが強化。放射道路が寸断した場合の都心への迂回経路を確保。
〇令和元年９月の台風１５号の影響で東関東道が通行止めとなる中、成田空港と都心の迂回ルート（圏央道）が早期復
旧したことにより、高速バス等が同ルートを利用。

台風15号時のリダンダンシー確保

運転再開
17時24分

運転再開
14時40分（初便については、一部一般道を利用）

12時6時 18時


